
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十

四
項
た
だ
し
書
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
五
十
一
条

た
だ
し
書
（
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
五
十
二
条
第
十

項
、
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
、
法
第
五
十
三
条
の

二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法

第
五
十
五
条
第
三
項
各
号
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、

法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項

第
三
号
、
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
第
二

号
、
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
九
項
第
二
号
、
法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は

第
三
項
第
二
号
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
法
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
七
第

五
項
又
は
法
第
八
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
関
係
規
定
」
と

い
う
。）に
よ
る
許
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
十
三
号
様
式
（
同
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
あ
つ
て
は
別
記
第
四
十
四
号
様
式
）
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ

れ
、
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え
て
、
特
定
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
三
項
た
だ
し
書
（
法
第

八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
（
法
第
八
十

七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
五
十
二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
若
し
く

は
第
十
四
項
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し

く
は
第
四
号
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
五
十
五
条
第
三
項
各

号
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
九
条
第
一

項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
法
第
六
十

条
の
三
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
第
二
号
、
第
五
項
第
二
号

若
し
く
は
第
九
項
第
二
号
、
法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
、
法

第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
法
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
七
第
五
項
又
は
法
第
八
十

五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
関
係
規
定
」
と
い
う
。）に
よ
る
許
可

を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
十
三
号
様
式
（
同
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申

請
に
あ
つ
て
は
別
記
第
四
十
四
号
様
式
）
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
特
定
行
政
庁
が

規
則
で
定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え
て
、
特
定
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三

項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た

だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項

た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
四
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
又
は
法
第
八
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は

第
三
項
中
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、

第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十

項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
四
項
た
だ

し
書
若
し
く
は
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
に
関
す
る
部
分
の
規
定
（
次
項
に
お
い
て「
工
作
物
許
可
関
係
規
定
」

と
い
う
。）に
よ
る
許
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
十
七
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副

本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え
て
、
特
定
行
政
庁
に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

４

法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三

項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た

だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第

十
三
項
た
だ
し
書
、
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
又
は
法
第
八
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
中
法
第
四
十
八

条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第

六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一

項
た
だ
し
書
、
第
十
二
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
十
三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
法
第
五
十
一
条
た
だ
し
書
に
関

す
る
部
分
の
規
定
（
次
項
に
お
い
て
「
工
作
物
許
可
関
係
規
定
」
と
い
う
。）に
よ
る
許
可
を
申
請
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
別
記
第
四
十
七
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
特
定
行
政
庁
が
規
則
で

定
め
る
図
書
又
は
書
面
を
添
え
て
、
特
定
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

第
十
一
号
様
式
（
第
三
条
、
第
三
条
の
三
関
係
）（
Ａ
４
）

第
十
一
号
様
式
（
第
三
条
、
第
三
条
の
三
関
係
）（
Ａ
４
）

（
注
意
）

（
注
意
）

１
・
２
（
略
）

１
・
２
（
略
）

３
．
第
二
面
関
係

３
．
第
二
面
関
係


～

（
略
）


～

（
略
）


６
欄
の
「
イ
」
は
、
次
の
表
の
工
作
物
の
用
途
の
区
分
に
従
い
対
応
す
る
記
号
を
記
入
し
た
上
で
、
工
作

物
の
用
途
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。


６
欄
の
「
イ
」
は
、
次
の
表
の
工
作
物
の
用
途
の
区
分
に
従
い
対
応
す
る
記
号
を
記
入
し
た
上
で
、
工
作

物
の
用
途
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

工
作
物
の
用
途
の
区
分

記
号

工
作
物
の
用
途
の
区
分

記
号

１
．
鉱
物
、
岩
石
そ
の
他
の
粉
砕
で
原
動
機
を
使
用
す
る
も
の
、
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン












ク
リ
ー
ト






の
製
造
等
で
出
力
の
合
計
が
25キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
原
動
機
を
使
用
す
る

も
の
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
木
タ
ー
ル
、
石
油
蒸
留
産
物
又
は
そ
の
残

り
か
す
を
原
料
と
す
る
製
造
を
行
う
も
の

06410
１
．
鉱
物
、
岩
石
そ
の
他
の
粉
砕
で
原
動
機
を
使
用
す
る
も
の
、
レ
デ
ィ
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク












リ
ー
ト





の
製
造
等
で
出
力
の
合
計
が
25キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
原
動
機
を
使
用
す
る
も

の
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
木
タ
ー
ル
、
石
油
蒸
留
産
物
又
は
そ
の
残
り

か
す
を
原
料
と
す
る
製
造
を
行
う
も
の

06410

２
～
６
（
略
）

（
略
）

２
～
６
（
略
）

（
略
）

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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